
 
「中勢用水だより」の発行について 

（ホームページ掲載への移⾏についてのお知らせ） 
 

脱炭素社会実現を⽬指すなか、地球温暖化対策の推進に関する法律が既定されたことに

より、紙媒体（有形物）を電⼦媒体（無形物）へ移⾏する動きが進んでいますが、当改良区

におきましても、昨年度発⾏の中勢⽤⽔だより第 54 号にてご案内させて頂いた通り、業務

の効率化、経費の節減につながることもあり、令和 6 年 8 ⽉発⾏の第 55 号より、印刷版た

よりの送付を、中勢⽤⽔ホームページ掲載へと移⾏させていただきました。 

（しばらくの間は、必要とされる⽅には従来の印刷版をご⽤意しますのでお申しつけ下

さい。） 

 

 中勢⽤⽔だよりの閲覧は、下記のホームページアドレスまたはスマートフォン⽤ QR コー

ドでお読み下さい。 

 

 

■中勢⽤⽔⼟地改良区ホームページ https://www.ztv.ne.jp/web/cyuusei/ 

■スマートフォン⽤ QR コード  
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理　事　長　挨　拶

盛夏の候、組合員の皆様におかれましては、ますますご清栄のことと

お慶び申し上げます。平素は当土地改良区の運営並びに業務の推進に、

深いご理解と格別のご支援を賜っておりますこと心より御礼申し上げます。

今年は元旦早々に能登半島を震源とする最大震度７の大地震が発生し、

多くの犠牲者が出る事態となりました。犠牲となられた方々に謹んで哀

悼の意を表しますとともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げ

ます。

今年のかんがい状況ですが、昨年９月から２月までの降雨が20年間

で最も少なく、３月中旬での安濃ダム貯水率が50％台となる深刻な状

況により、４月１日から50％節水とさせていただきましたが、その後

の雨により４月８日からは通常給水に戻すことができました。組合員の

皆様には大変ご心配ご迷惑をおかけしたと思います。ご協力ありがとう

ございました。

５年を経過した地区水利委員制度は令和６年４月時点で55組織、約1,642haの面積で活動していた

だいています。水利委員を務めていている皆様にお礼申し上げるとともに今後も効率的な水利用にご

協力いただきますようお願い申し上げます。

さて、東海農政局木曽川水系土地改良調査管理事務所において平成24年度より進めていただいて

おりました国営施設機能保全事業「中勢用水地区」も昨年度で完了となりました。この事業により安

濃ダムに堆積した土砂13万m3の掘削、第三頭首工の修繕、安濃ダムの操作設備や取水ゲートなども

更新していただきました。持続的な安定給水のためには施設の計画的な更新・修繕は大変重要なこと

であり、農林水産省の皆様にはたいへん感謝しております。しかしながら、ダムにはまだ100万m3

を超える土砂が堆積しており、抜本的な堆砂除去のための事業化に向け、同事務所において地区調査

を実施していただいています。堆砂対策だけでなく、この地域に必要なことを国営事業として一日も

早く実施していただけるよう関係する皆様のお力添えをいただきながら、当土地改良区も努力してま

いりたいと考えていますので組合員の皆様にはご協力のほどお願いいたします。

また、国営事業の受益地になっていながら効果が発現されていない高野尾周辺の畑地帯へのかんが

い工事も、本年度には一部給水可能となり、当地域での活気につながればと期待しております。

加えて、施設の長寿命化を図るための更新事業も昨年度から工事を始めていただき、大変感謝して

おります。組合員の皆様にも円滑に工事が推進できますようご理解ご協力のほどよろしくお願い申し

上げます。

あと、小水力発電の状況ですが、令和５年度は冬季の降雨が少ないことによる稼働停止もありまし

たが2,300万円程の売電実績となりました。改良区が管理する施設の維持管理費の軽減につながるよ

う発電施設の安定した稼働に努めてまいりたいと考えています。

最後になりましたが、総代の任期が本年８月28日までとなっており、今年は総代と役員の交代の

年でもあります。役職員一丸となりより良い改良区運営を行い、土地改良区の使命達成に向け努力し

てまいりたいと考えていますので、組合員の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げまして、

ご挨拶とさせていただきます。

田村　宗博

中勢用水土地改良区理事長
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挨　　　　拶

中勢用水土地改良区の組合員の皆さまにおかれましては、益々ご清栄

のこととお喜び申し上げます。

平素は、本県農政、とりわけ農業農村整備の推進に多大なるご尽力を

賜り厚く御礼申し上げます。

国においては食料、農業及び農村をめぐる情勢の変化に対応するため、「食

料・農業・農村基本法」の検証・見直しに向けた議論が行われており、食

料の安定的な供給に当たっては、農業生産の基盤の確保が重要とされています。

県においては、このような国の動きも踏まえ、「三重県農業農村整備

計画」の見直しを進めています。今後も、集中的に行われる国の施策を

効果的に活用しながら、担い手への農地集積や高収益作物への転換、ス

マート技術等の導入に向けた生産基盤の整備を進めるとともに、農業用

ため池や排水機場の豪雨・耐震化対策、長寿命化などの防災対策に取り

組んでまいります。

また、近年の台風等により大量の土砂が堆砂したことで、貯水能力が低下した安濃ダムの機能回復

など、総合的な農地防災対策を着実に進めるため、国が事業主体となり、国営土地改良事業「伊勢平

野中央地区」の地区調査が令和３年度から実施されています。さらに、安濃ダム下流域における末端

の農業水利施設の安定的な機能発揮に向け、県が事業主体となり国や関係機関と連携しながら、基幹

農業水利施設ストックマネジメント事業に取り組んでまいります。

今後も皆さまにおかれましては、こうした取組の実施に向けたご理解、ご協力をいただきますとと

もに、引き続きご支援のほど、よろしくお願いいたします。

結びに、中勢用水土地改良区の益々のご発展と組合員の皆さまのより一層のご健勝とご活躍を祈念

いたしまして、挨拶とさせていただきます。

中野　敦子

三重県農林水産部長

錫杖岳より望む安濃ダム
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第１号議案　令和４年度事業報告の承認について

第２号議案　令和４年度公益事業会計収支決算の承認について

第３号議案　令和４年度収益事業会計収支決算の承認について

第４号議案　令和４年度会計財務諸表総括及び財産目録の承認について

　　　■　独立監査人の監査報告

　　　■　監事会の監査報告

第５号議案　令和５年度公益事業会計補正収支予算の議決について

第６号議案　令和５年度収益事業会計補正収支予算の議決について

　　　■　用水管理委員会報告（維持管理費に関連して）

　　　■　負担金徴収委員会報告（運営事務費に関連して）

第７号議案　定款の一部改正について（特別決議）

令和５年度臨時総代会開催� （令和５年９月25日）　　

総 務 課 発 信

第53回通常総代会開催� （令和６年３月13日）　　

第１号議案　会計細則の一部改正について

第２号議案　令和５年度公益事業会計第２回補正収支予算の議決について

第３号議案　令和５年度収益事業会計第２回補正収支予算の議決について

　　　■　負担金徴収委員会報告

　　　■　令和５年度上期監査報告

第４号議案　令和６年度事業計画の議決について

　　　■　用水管理委員会報告

第５号議案　令和６年度公益事業会計収支予算の議決について

第６号議案　令和６年度収益事業会計収支予算の議決について

第７号議案　令和６年度賦課金の額、賦課徴収の時期及び方法の議決について

第８号議案　令和６年度負担金の額及び請求の時期の議決について

第９号議案　令和６年度農地転用等地区除外決済金の額の議決について

第10号議案　令和６年度歳計現金の預入先金融機関の議決について

第11号議案　規約の一部改正について

第12号議案　中勢用水土地改良区役員の補欠選任について

　　　■　推薦会議報告

　本土地改良区は、定款及び諸規程の定めるところに従いその目的を達成するため、令和６年度において次

の事業を実施する。

１　会議の開催

　（１）総代会	 通常総代会	 令和７年３月

	 臨時総代会	 （必要に応じ開催する）

　（２）役員会	 理事会		  定期２回（その他必要に応じ開催）

	 監事会		  定期２回（その他必要に応じ開催）

	 代表理事会		  定期２回（その他必要に応じ開催）

	 負担金徴収委員会	 定期１回（その他必要に応じ開催）

	 用水管理委員会	 定期１回（渇水対策等必要に応じ開催）

令和６年度事業計画令和６年度事業計画
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２　国営事業実施に対する協力

　　地区調査「伊勢平野中央地区」の実施に伴う協力。

３　県営事業実施に対する協力

　　安濃ダム県管理事業

　　水利施設等保全高度化事業（簡易整備型）（高野尾花木の里地区）

　　水利施設等保全高度化事業（基幹水利施設保全型）（中勢用水１期地区、中勢用水２期地区）

４　関係機関の連携強化と提案活動

　　施設維持管理上発生する諸問題を解決するため、関係機関との連携を密にして国、県及び市に提案等を行う。

５　広報活動の充実

　�　ホームページに「中勢用水だより」電子版を掲載（希望する方には印刷版を送付）及びダム貯水量など

組合員に有効な情報を掲載するとともに広報活動に努める。

６　地域及び社会への貢献

　�　三重大学生物資源学部との共催で農業や農業用水にかかる出前授業を管内の小学生に行い、地域及び社

会への貢献を図る。

７　組合員台帳の整理と賦課徴収業務の実施

　�　組合員名簿及び土地原簿並びに受益地番図の調製と更新（電子化）を行うとともに、通水地区を対象に

経常費の賦課及び未収対策を適正に実施する。

８　農業用施設の老朽化対策の啓発

　�　ほ場内の施設の老朽化対策として、農地中間管理機構関連農地整備事業などについて関係機関とともに

啓発を図る。

９　未通水地域への事業の普及・啓発

　�　主に未通水の畑地帯において、営農意欲のある農業者を中心に啓発を図る。

10　用水施設の維持管理

　�　国営幹線水路20.2km及び県営支線水路100.2kmと付帯施設、安濃川の頭首工及び小水力発電施設の維

持管理と用水管理を行うとともに、非常時の漏水対策事業や、補修事業を関係市と連携をとり適切に実施

する。

11　維持管理施設の長寿命化対策の推進

　�　県営施設の老朽化が進み、漏水事故が増加していることから、長寿命化対策の推進を図る。

12　作付情報の共有

　�　近年の政策誘導により、飼料米など多様な作物の作付が行われているため、かんがい期間前に可能な限

り作付計画を把握し、適切な配水に努める。

13　節水対策の普及・啓発

　�　 近年の渇水傾向を鑑み、地区水利委員制度を推進し節水対策について普及・啓発に努める。

14　用水管理体制の充実

　�　配水計画に基づき安定した用水管理が行われることを目的に、通水地域の水利組織等代表者と通水日程

調整会議等を開催する。

15　配水計画

　（１）�本年度の配水計画を次のとおり定める。ただし、かんがい期の始期、終期及び配水量は実態に合わ

せて変更する場合がある。

　（２）用水期間中の利水の調整に関すること。

　　�　かんがい期間中、安濃ダムの貯留量が40％を切ることが予測される場合は、その時期や気象予報等

を勘案のうえ、50％節水を実施するほか、更に20％を下回るおそれがある場合は補給を停止する。なお、

この要否決定は、利水調整規程第10条に基づき迅速に専決できるものとする。

（各課の主業務）

　総務課…総代選挙、役員選任、賦課、農地転用等各種手続き、会計経理等に関する業務

　企画工務課…国営事業調整、計画調査、広報、小水力発電所等に関する業務

　施設管理課…通水調整、施設の維持管理、緊急漏水対応、他事業調整等に関する業務

事務局組織
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歳出　299,829,070円歳入　299,829,070円

歳入　244,936,804円 歳出　244,936,804円

令和４年度  収支決算

令和６年度  収支予算

（単位：円）

（単位：円）

歳出　32,502,330円歳入　32,502,330円

歳入　33,000,500円 歳出　33,000,500円

令和４年度  発電収支決算

令和６年度  発電収支予算

収益事業会計
（発電事業）

収益事業会計
（発電事業）

公益事業会計
（ 一般会計）

（単位：円）

（単位：円）

一般管理費
28,059,016

支払利息
918,096 借入金返済支出

23,329,685

土地改良事業
負担金支出

41,465,000

経常賦課金
113,117,284

特定資産積立支出
30,045,315

土地改良事業費
105,447,183

特別賦課金
（独立行政法人）

163,446

農地転用決済金
20,372,280

経常負担金（2市）
13,146,678

特別負担金
47,995,680

附帯事業収入
1,340,078

補助金等収入
7,745,000

交付金等収入
0

雑収入
913,166

収益事業会計繰入金
9,289,406

特定資産取崩収入
17,553,655

収益事業会計繰出金
1,000,000

経常賦課金
114,115,559

農地転用決済金
1,500,000

一般管理費
22,650,000

予備費
38,645,816

特定資産
積立支出
16,023,000

雑支出
100,000

雑支出
0

収益事業会計繰出額
1,000,000

支払利息
241,604

借入金返済支出
8,723,898

土地改良事業
負担金支出
42,922,000

繰越金
0

特別負担金
33,751,834

業務受託料収入
0

附帯事業収入
44,900

特定資産
運用収入
320,000

特定資産運用収入
486,934

補助金等収入
10,310,000

交付金収入
0

雑収入
2,341,043

特定資産
取崩収入
13,964,539

収益事業会計繰入金
9,511,312

経常負担金
（2市）

12,961,608

繰越金
45,944,880

特別賦課金
（独立行政法人）

171,129

土地改良事業費
113,630,486

繰越金
67,705,463

繰越金
69,564,775

予備費
0

予備費
0

発電事業収入
31,180,332

雑収入　102補助金等収入
320,926

発電事業費
13,941,154

発電事業収入
32,000,000

特定資産運用収入
400

特定資産
運用収入

970

雑収入  100 公益事業会計繰入金
1,000,000

公益事業会計繰入金
1,000,000

繰越金
0

特定資産
取崩収入

0

特定資産
取崩収入

0

繰越金
0

補助金等収入
0

発電事業費支出
21,903,188

一般管理費
1,582,000

一般管理費
1,220,800

固定資産
取得支出

0

固定資産取得支出
0

固定資産支出
0

特定資産
積立支出

4,000

特定資産
積立支出
8,050,970

国庫納付金支出
0

国庫納付金支出
0

公益事業会計繰出
9,511,312

公益事業会計繰出
9,289,406

繰越金
0

繰越金
0

予備費
0

公益事業会計
（ 一般会計）

固定資産
取得支出
1,000,000
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　　  令和６年度  経常賦課金について� （令和６年３月13日　第53回通常総代会可決）

令和６年度　経常賦課金　　　　4,100円/10a

賦課金の納付期限及び口座振替日は 令和６年10月15日㈫ です。

　《現金納付される方へ》
〇 振込手数料が必要な金融機関があります。（百五銀行・JA津安芸以外は振込手数料がかかります。）
〇 �ATMやネットバンキングから直接お振込みされる方は、氏名の前に組合員コードを必ず入力してください。

　《口座振替ご利用の方へ》
　【百五銀行・JA津安芸】の金融機関でご利用いただけます。
〇 振替日前に口座残高の確認をお願いします。
〇 領収書が必要な方には別途発行いたしますので、ご連絡下さい。
〇 賦課金を口座振替にしたい方、口座の名義、番号を変更したい方もご連絡下さい。
　　※下記地区の組合員の皆様については、地区徴収委託契約を行っております。
　　　賦課金の納付は地区で取りまとめて頂いておりますので、ご注意ください。
　　【対象地区】
　　■津　市 … �分部地下地区、産品地区、一身田中野地区、一身田西豊野谷地区、一身田東豊野田端地区

芸濃町雲林院地区、芸濃町雲林院南山地区
　　■亀山市 … 三寺地区

◎ ご注意ください！
　〇 �賦課金を納付期限内に納付されない組合員に対して、督促状を送付しております。
　　 督促の場合、5５0円（手数料等）が加算されますので納付期限内での納付をお願いします。
　　 一年以上経過して納付されない場合は、滞納処分の対象となりますので、ご留意願います。

　令和６年度  農地転用などについて� （令和６年３月13日　第53回通常総代会可決）

　　○ 農地転用決済金額　　  国営事業直掛り地区　　　　　　　420円/㎡
　　　 その他（国営県営事業掛り地区）　　　　　　　　　　　　425円/㎡
　　○ 地区除外　農振農用地区域では原則的に除外できません。
　　　　　　　　 ＊詳しくは津市農林水産部にご相談下さい。

＊＊＊　　農地転用等による地区除外の決済金について　　＊＊＊
　中勢用水土地改良区の地区内農地を宅地・商工業用地等の農地以外に転用する場合、土地改良法第42条
第2項に規定する手続きを必要とするもので、土地改良事業に要する農地の加重負担額を転用時に清算する
ものです。
　なお、公共事業用地（道路、学校の敷地等）として買収・寄付する場合も同様です。したがって、用地買
収の交渉の時点で当事者間で決済金の納付について十分に調整し、未納にならないようお願いします。
◎農地転用等決済金の納付及び農地の権利移動の届出をしないと毎年度賦課金を納めなければなりません。

ご存じですか？自己申告　こんな時は必ず届出をお願いします。

◆組合員の資格等に変更があったとき
　�　賦課金は毎年4月1日現在の土地改良区の土地原簿に基づいて賦課されますので、土地改良区に届出さ

れないと変更することができません。
　　次の場合は、すみやかに届出をしてください。

① 組合員が死亡した場合等（相続）
② 農地の権利移動（売買・賃貸借・交換等）
③ 住所や氏名に変更があった場合
④ 贈与・経営移譲（農業者年金受給等）があった場合

変更届（組合員資格得喪通知書）の提出をお願いします。

　〇 土地改良区の台帳は公共機関（法務局・農業委員会等）の手続きでは、変更できません。
　〇 変更の届出がない場合はそのまま賦課されますので、ご注意ください。
　〇 水土里ネット中勢ホームページから各種申請書様式（PDF）がダウンロードできますので、ご利用下さい。



中勢用水だより

7 Cyuuseiyousui Dayori　　Vol.55　2024. 8. 1

日頃より、組合員の皆様方及び各関係機関の方々には、改良区運営にご理解ご協力頂きありがとうござい

ます。また、令和６年度においても、組合員の皆様に様々なご協力を頂いたていること、厚くお礼申し上げます。

さて、令和６年度の用水管理の状況ですが前年９月から、年明けの２月末まで降雨が少なくダム水位も２月

29日時点で貯水位161.57ｍ、貯留率55.3％にとどまっていたため、３月11日開催の用水管理委員会にて、

４月１日から全域で50％節水での運用と決めさせていただきました。

その後、３月20日過ぎ頃から月末にかけて、170㎜以上の降雨があり、ダム水位は急激に回復、80％以上

の貯水率となったため、４月８日付けで50％節水を解除、通常補給に戻すことができました。

【４月８日時点：貯水位170.57ｍ　貯留率93.0％】

４月も200㎜以上のまとまった降雨があり、例年のような大型連休前後での補給制限を行わずにすみ連休

後の５月７日時点で貯水率92.4％と高い貯水率となっていました。５月中も適度に雨が降り、梅雨入りを待っ

ていましたが、６月にはいると晴の日が増え、なかなか梅雨らしい天候とならないため、空梅雨になるので

はと心配しましたが、６月下旬にようやく梅雨入りし、ひと安心したところです。梅雨が平年並みの時期に

明けるのを期待しつつ、中干し後の水利用についても無駄水を少しでも減らすよう心がけますので、組合員

の皆様もご協力よろしくお願いします。

年々、各農家の高齢化や担い手への委託増に伴う用水管理形態の変化により、用水量の増加がみられます。

安濃ダムの有効利用のためにも、効率的な用水管理が必要になってきておりますので、無事、稔の秋が迎え

られますよう、組合員の皆様には引き続き、日頃からの節水にご協力頂くようお願いします。

安濃ダム　H31（R1）～R6  貯水位（量）及び月別雨量

令和５年度の維持管理施設の点検・整備補修等について令和５年度の維持管理施設の点検・整備補修等について

維持管理施設の老朽化に伴う漏水事故の補修や年次保守点検に加え、農業水路等長寿命化・防災減災事業、

土地改良施設維持管理適正化事業、国営等関連特別県単事業など各補助事業を活用して、適切な維持管理に

務めています。

また、大規模な対策が必要な施設などは、「県営水利施設等保全高度化事業（基幹水利施設保全型）基幹

農業水利施設ストックマネジメント事業」により整備を進めております。

満水量 980万㎥
（EL172.00～134.60ｍ）

施設管理課発信
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安濃ダム Ｈ31(R01)～ Ｒ６ 貯水位（量）及び月別雨量

H31(R01)雨量 R02雨量 R03雨量 R04雨量 R05雨量 R06雨量 常時満水位 目標水位

H31(R01)貯水位 R02貯水位 R03貯水位 R04貯水位 R05貯水位 R06貯水位 平均貯水位

H26～R06
平均

常時満水位172.00m

有効総貯水量 980万m3

（EL172.00～134.60m）

172(980)

(884)
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目標水位

制限水位170.70m

令和6年6月20日9時現在 貯水位ＥＬ=165.70ｍ

有効貯水量(貯水率) 6,981千m3（71.2%）平年51.1% 月
間

雨
量

:m
m

R06

R02

R01

R05
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R03

事前放流等実施要領に基づく貯水位運用（６月～９月）
要領細則に基づく
貯水位運用（10月）

170.00m

R5 台風2号

R5 台風6号

R5 台風7号

常時満水位172.00m

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1/1 161.58m
(55.4％)

4/1 169.01m
(85.7％)

4/26 171.84m
(99.2％)

（６月・７月169.00ｍ、８月165.40m、９月167.50m）

令和6年度用水管理状況令和6年度用水管理状況
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○県営ストックマネジメント事業の実施状況　�

県営造成施設の老朽化対策として着手された「県営水利施設等保全高度化事業・基幹水利施設ストックマ

ネジメント事業」が令和４年度より始まり、令和５年度は中支線本管φ700㎜、南神山支線本管φ400㎜の

一部区間の管路を更新しました。令和６年度以降も更新を必要とする施設を順次整備していきますので工事

に関係する地域の方々には、ご理解とご協力をお願いします。

○国営等関連特別県単事業の実施　�

管内の未通水畑地へ給水するための管水路整備を国営等関連特別事業を用い実

施しました。

○高野尾花木の里　�

令和４年度から管水路整備に着手した県営水利施設等保全高度化事業・高度水利機能確保基盤整備事業（高

野尾花木の里地区）も、令和５年度末に県営中支線本線との接続が完了しました。

流量計の更新（長寿命化・防災減災事業）

【中勢用水１期地区】安濃工業団地内

水管理システムの保守点検

通信ケーブルの更新（適正化事業）

【中勢用水２期地区】安濃町中川

管水路の漏水補修
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　小学校への出前授業（第５回目）　小学校への出前授業（第５回目）
子どもたちに農業や農業用水について関心をもってもらうための出前授業を安東小学校、芸濃小学校にご

協力頂き、令和６年２月８日に実施しました。

テーマである「農あるくらし」について、子どもたちも元気いっぱいに授業をうけていました。

　サマーセミナーの開催　サマーセミナーの開催
令和５年８月９日に本改良区２階会議室で第17回サマーセミナー

を４年ぶりに開催しました。

令和５年度は、三重県農業研究生産技術研究室農産研究課の佐藤主任

研究員より「水田輪換畑における畑作目の安定多収生産に向けた排水性

改善技術」の研究成果について、三重大学みえの未来図共創機構地域共

創展開センターの藤山先生より「農地集積・集約化が進む用水地区にお

ける水管理手法について」の研究内容を、三重大学大学院生物三重大学

大学院生物資源学研究科の森本教授より「農業・水・環境保全を次世代につなげるための環境学習の実践」として、

出前授業を行った大学生、授業を受けた小学生からの反応などについて、当改良区関係者に講演してもらいました。

　農林水産省OBと草刈り作業　農林水産省OBと草刈り作業
令和５年10月３日に農林水産省OBで組織しているNPO法人「美しい田

園21」が、地域貢献活動として当改良区管理施設の草刈り作業を改良区職

員とともに行いました。

活動は、昨年に引き続き、調整池の本堤、副堤の法面及び管理用道路周

辺の除草・清掃作業を行うとともに繁茂する竹の処分を行うなど、昨年以上

の成果もって、活動を無事に終えることができました。

　令和５年度中勢用水小水力発電所実績　令和５年度中勢用水小水力発電所実績
令和５年度の中勢用水小水力発電の運転は、４月～８月までは順調

でしたが、９月以降の降雨が少なく、安濃ダムの水位が３月末まで回

復しなかったことが影響し、約73万kwh（計画比79％）の発電量と

なりました。

企画工務課発信

三重県の農作物についてクイズ形式で授業 今の農業、昔の農業についての授業
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国営施設機能保全事業 「中勢用水地区」 の完了について国営施設機能保全事業 「中勢用水地区」 の完了について

課 外 発 信

国国営営施施設設機機能能保保全全事事業業 「「中中勢勢用用水水地地区区」」のの完完了了ににつついいてて

１１号号貯貯砂砂堰堰堤堤

洪洪水水放放流流非非常常用用ゲゲーートト補補修修 更更新新後後のの取取水水ゲゲーートト

第第三三頭頭首首工工洪洪水水ゲゲーートトのの補補修修

堆堆積積土土砂砂のの掘掘削削・・搬搬出出

本事業は、地域の基幹的な農業水利施設である安濃ダム、第三頭首工及び用水路等の機能を
長期にわたり保全するため機能保全対策工事を実施しました。平成24年度より着手し令和５年
度をもって完了となりました。事業実施にあたり、これまでご協力いただいた皆様に改めて御
礼申し上げます。

●安濃ダム（堆砂対策）

最初に、2基の貯砂堰堤と進入道路を造成、その後、計画的に堆積土砂の搬出を行い、本事業の計画
掘削量である約1３万㎥の浚渫を完了しました。

●安濃ダム（機械設備等）
機械設備等については、電気設備・洪水放流警報設備の更新と洪水放流管・洪水放流ゲート・洪水

放流非常用ゲート・取水設備について整備補修を行いました。

●第三頭首工、用水路等
第三頭首工は、護岸・護床工、エプロン、魚道等の土木施設整備のほか、ゲート及び油圧設備等の

機械設備の補修を行いました。また、用水路は管路接続部の補強、調圧施設など付帯施設の修繕、水
管理システムの更新などを行いました。

用用水水管管接接続続部部のの補補強強



■ 発行所/中勢用水土地改良区　三重県津市納所町520	 TEL （059）224-1307　FAX 226-8221  E-mail:cyuusei＠ztv.ne.jp

■ 印　刷/伊藤印刷株式会社　三重県津市大門32-13	 TEL （059）226-2545　FAX 223-2862

安濃ダムは、農業専用の利水ダムでありながら、台風の襲来や前線の通過など急な集中豪雨が予測され、

ダムの空き容量を超える流入が見込まれるときは、中勢用水土地改良区をはじめ関係者方々のご理解とご協

力により、予め相当の空き容量を確保しておく「事前放流」を行うこととしており、場合によっては「晴天

時など」の雨が降る前から放流を開始することもあり、少ない放流でも安濃川の水かさが増します。

大きな放流する際は晴天時・雨天時関わらず、あらかじめ河川パトロールと警報サイレンにより周知しま

すが、降雨が予想されるときや雲行きが怪しいと感じたら、安濃川には立ち入らないよう、みなさまご自身

の安全確保のための行動をお願いします。

� 三重県津農林水産事務所安濃ダム管理室（安濃ダム管理事務所）

  みなさまへのお願い

■中勢用水土地改良区ホームページ　https://www.ztv.ne.jp/web/cyuusei/

■スマートフォン用QRコード


